
写真１ 白色粘着トラップ

下都賀管内における白色粘着板による
イネカメムシの捕獲状況（最終版）

令和８年９月 下都賀農業振興事務所

・イネカメムシは水稲を加害して、不稔による減収を引き起こします。
・白色粘着トラップで、イネカメムシの水田への飛び込み時期や捕獲数を調
査しました。
・管内では、慣行栽培９ほ場、有機栽培10ほ場の全19ほ場に設置しました。
・慣行栽培６ほ場、有機栽培５ほ場でイネカメムシが捕獲されました！

（８月末時点）

写真２
イネカメムシ※アルファベットは以下の表と対応
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品種 移植日 出穂期
イネカメムシ
捕獲有無

A 1 栃木 コシヒカリ 4月8日 7月5日 ●

2 皆川 コシヒカリ 5月18日 7月31日 ●

3 皆川 とちぎの星 5月23日 8月9日 ●

4 藤岡 とちぎの星 4月24日 7月24日 ●

5 藤岡 とちぎの星 5月12日 8月2日 ●

6 生井 コシヒカリ 5月2日 7月25日 －

7 生井 とちぎの星 6月8日 8月18日 －

8 生井 とちぎの星 6月8日 8月18日 －

E 9 壬生町 壬生 山田錦 6月15日 8月21日 ●
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・秋耕は大切なイネカメムシ対策の技術です。
・イネカメムシは、越冬前に再生稲（ひこばえ）の穂に集まり、
栄養を補給します。再生稲があると越冬できる個体が増加し、
翌年の発生量が増える恐れがあります。
・来年のカメムシ類の被害を抑えるため、

収穫後は早めの秋耕を行いましょう！

移植日と出穂期の関係（令和８年度）

品種 移植日 出穂期
イネカメムシ
捕獲有無

F 1 皆川 コシヒカリ 5月18日 7月30日 －

G 2 藤岡 とちぎの星 5月24日 8月8日 －

3 大谷 コシヒカリ 5月18日 7月30日 ●

4 大谷 コシヒカリ 6月17日 8月20日 ●

5 豊田 コシヒカリ 5月25日 7月30日 －

6 豊田 とちぎの星 5月25日 8月5日 ●

7 豊田 とちぎの星 6月1日 8月8日 ●

8 豊田 とちぎの星 6月8日 8月10日 ●

9 豊田 とちぎの星 6月16日 8月14日 －

10 豊田 とちぎの星 6月23日 8月20日 －
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赤色の日付が移植日

図１ 令和８年産コシヒカリの出穂期 図２ 令和８年産とちぎの星の出穂期
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